
令和5年４月１６日（日）「春の室内楽コンサート」を開催しました。
【コリーナヴェルデアンサンブル】
中島（望月）ゆみ子/Violin 望月ゆり子/Violin 望月まり子/Cello 望月 寛隆/Tuba
ゲスト：永田 諭志/Viola 細田 銀 /Percussion

ドラム缶から作られたスティールパン
の歴史やトリニダード・トバゴのカー
ニバルについての話も。

一部は、
ヨハン・シュトラウス2世「春の歌」
クライスラー：愛の悲しみ・愛の喜び
ヴィヴァルディ「四季より 春」
ララ：グラナダ
サン＝サーンス「チェロ協奏曲第１番より1楽章」
春を感じさせる曲とみなさんの和やかなトークと曲解説がありました。

Collina Verde Ensemble
コリーナヴェルデアンサンブル

春の室内楽コンサート



来場者アンケートによせられた声
「アットホームな感じで、全曲とても楽しく聴くことができました」「音色がとても良かったです。感動しました」「１曲1曲に解説があり、説
明も楽しく、曲のイメージがわいて理解しやすかった」

二部は、
デドリック：A touch of tuba
ラフマニノフ：ヴォカリーズ
ピアソラ：天使の死～Jeanne ｙ paul~Oblivion
ピアソラ：ブエノスアイレスの春
情熱的な赤い衣装に変わり、アットホームな雰囲気の中にも、迫力もあり聞きごたえのある演奏に、会場の拍
手もより大きくなっていました。
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